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細胞間接着は多種の接着装置［密着結合、接着結合（AJ）、接着斑、ギャッ

プ結合など］によって形成される。特に AJ では、一回膜貫通蛋白質であるカド

ヘリンとネクチンが主要な接着分子であり、ネクチンの細胞間トランス結合が

起点となり裏打ちタンパク質であるアファディンによって、カドヘリン−カテニン

系が周辺にリクルートされて AJ が形成される。 

本研究では，細胞接着装置に

おけるネクチン分子の高次構造の

解明を目的として、ネクチン-1 の

構造解析・機能解析を行った。X

線結晶解析の結果、ネクチン-1 細

胞外領域は免疫グロブリン様ドメ

インが 3 つつながった構造をして

おり（N 末端側から D1，D2，D3）、

D1 ドメイン間の相互作用により V

字の形をした 2 量体を形成していることがわかった。また，D1 ドメイン間相互

作用に関わるアミノ酸に変異導入し、この 2 量体化を顕著に低下させる変異

体を作製し、この 2 量体構造が同一細胞膜上のシスダイマーであること、シス

ダイマー形成能の低下は細胞間トランス結合（細胞間接着）能を低下させるこ

とを明らかにした。これまでに、ネクチン分子の D1 ドメインはトランス結合に、

D2 ドメインはシスダイマー形成に必須であると考えられていたが、本発表では

構造に基づき細胞間接着装置内におけるネクチン分子の高次構造について

議論する。  
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